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み春野自治会たより 令和８年度５号（広報＆DX部） 

まずもって先月の千葉豪雨で被災された方々に心からお見舞い申し上げます。 

み春野近隣でもたいへんな被害を受けられた方、多かったと思います。一日も早い  
生活の安定と復旧を心よりお祈り申し上げます。夏祭りでもご挨拶いただきましたが、
地元の山王病院さんもたいへんな被害に遭われ、今なお復旧途上でクラウドファン  
ディングを行っています。みんなで応援したいと思います。 

そんな中での夏祭りですが、み春野住民間の交流を目的とした内々の催しということ 
で開催を決断させていただきました。 

もっとも、当日はあいにくの天気模様で当初のスケジュールを大幅に端折っての開催 
となり、茲数年行なっていた子ども神輿でのお子さんたちの元気な掛け声を聞けずに 
残念でした。また新企画のチーバくんと遊ぼう！も出来ませんでした。 

メインの盆踊りや花火打上げ、福引き大抽選会を行なう頃にはようやく雨も上がって  
きました。ステージの幕間に子どもたちのダンスや歌唱を披露してもらい、終盤大い  
に盛り上がりました。 

ご協賛いただいた皆さま、準備段階から当日の会場設営・運営・撤収片付けまで    
ご協力いただいた皆さま、雨の中ご来場いただいた皆さまに厚く御礼申し上げます。 
本当に有り難うございました。 

夏祭りに先立って「手作りちょうちん製作会」「盆踊り練習会」「夏休みラジオ体操」と  
いったイベントにも多くのご参加ありがとうございました。 

 

（当面のスケジュール） 

 9/27(日) 敬老の集い（民生委員さんからお声掛け済、募集終了） 

10/11(日) 横戸地区町民体育祭（ 9:00～12:00、詳細回覧） 

10/18(日) 犢橋公民館「文化祭」（11:15〜11:40、「鼓春」が演奏します） 

10/24(土) こてはし台公民館「文化祭」（ 8:50～6:00、10 クラブ発表・5 クラブ展示） 

10/25(日) 花見川区民まつり（詳細は別途来月回覧でお知らせします） 

 

 

【千葉豪雨】 被災した山王病院の復旧にご支援を！ 

地域医療を担っている山王病院が復旧に向けたクラウドファンディングを
開始しています。今回回覧していますので、詳細はご覧ください。 

 

https://readyfor.jp/projects/175546?sns_share_token 

=&utm_source=pj_share_url&utm_medium=social 

 

 

【移動販売終了】  

2024年 4月から毎週木曜日にみ春野公園に立ち寄ってくれていた「マックスバリュの移動販売」ですが、残念ながら９月
いっぱいで終了となります（詳細回覧）。 
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【 各部からのお知らせ 】 

１． 防災部より 

《高台だから安全」の盲点（令和 8年 8月千葉豪雨が教える内水氾濫の恐怖）》 

「うちは川から遠い高台だから水害とは無縁だ」という意識の隙間
を突いたのが、令和 8年 8月千葉豪雨でした。この豪雨では、河
川の溢れ（外水氾濫）だけでなく、高台の台地や市街地で雨水が
あふれ出す「内水氾濫」が広範囲で多発しました。驚くべきことに、
実際の浸水被害のうち約 55.7%が、ハザードマップの浸水想定区
域の「外側（無色エリア）」で発生しています。   

なぜ高台で水害が起きたのでしょうか。主な要因は都市化による
舗装化と、下水道の排水能力限界にあります。台地に降った雨は
地中に浸透せず、舗装路面を一気に流れて雨水桝へ集中します。
都市の下水道は 1時間約 50mmの雨を想定して整備されていま
すが、当日は 1時間 100mm を超える猛烈な集中豪雨が襲い、排水能力を大幅に超
えました。さらに危険なのが高台の中に潜む「すり鉢地形（微低地）」です。高台でも完
全な平坦地はなく、周囲より 1〜2 メートル低い坂下の交差点や道路の窪みには、周
辺の台地から雨水が集中的に流入し、わずか数分間で激しく水没します。   

実際、千葉市や勝田台・み春野境界周辺などでも深刻な浸水が発生しました。坂下の
低部では水位が大人の腰高（約 60〜80cm）まで一気に上昇し、路上で 15〜20台も
の車両が水没して不動化しました。水深がタイヤの半分（約 20〜30cm）を超えるとエ
ンジンを動力とする車は吸気系のトラブルにより動かなくなります。冠水路への危険な
進入や豪雨時の車移動は命に関わる重大なリスクです。  命を守るため、以下の行動
を徹底しましょう。 

①事前準備：「内水ハザードマップ」や浸水実績を確認して自宅周辺の窪地を特定し、
雨水桝の落ち葉清掃や下水逆流を防ぐ「水のう」の準備を行う。   

②発災前の退避：低所や窪地の駐車場にある車両は、早めに高台の安全な場所へ
移動させる。   

③発災時の避難：大雨時の車移動や屋外移動は絶対に避け、自宅 2階以上への「垂直避難」を徹底する。   

「高台だから大丈夫」という思い込みを捨て、足元の内水リスクを見直すことが地域防災の第一歩です。 

なお、み春野を地形図で確認すると旧水みち（鮮やかなうぐいす色の部分）である注意箇所が確認できるので事前準備  
を進める上で参考としてください。                         ［地図をＨＰに貼付しますので参照ください］ 

 

２． その他 

<<セアカゴケグモへの冷静な備え>> 

み春野でも最近セアカゴケグモが散見されます。 

日当たりの良い庭の鉢植え裏やエアコン室外機の隙間など、日常のふとした場所にセアカゴケグモは潜んでいます。 

本来はおとなしい性質ですが、気づかずに素手で触れると噛まれる危険があるため、日頃からの備えと冷静な対処が欠
かせません。 

もし屋外で見つけた場合は、市販のピレスロイド系殺虫スプレーを吹きかけるのが有効です。薬剤が効きにくい白い卵
嚢（卵の袋）は、割り箸などで取り外して確実に踏み潰して処分します。 

万が一噛まれてしまったら、焦らず傷口を流水と石けんで洗い流し、保冷剤などで患部を冷やしてください。 

毒を口で吸い出すなどの無理な処置は避け、安静を保ったまま速やかに医療機関を受診しましょう。クモの写真や死骸
を持参すると診察がよりスムーズになります。 

正しくリスクを恐れ、屋外作業での手袋着用や定期的な清掃で、安全な暮らしを守りましょう。 

同様にハイイロゴケグモも見られるようです。駆除しきれないし過剰に恐れるものでもないので冷静に対処しましょう。 

 

千葉市：特定外来生物「セアカゴケグモ」について 

https://www.city.chiba.jp/kankyo/kankyohozen/hozen/shizen/tokuteigairai_seakagokegumo.html 

セアカゴケグモ・ハイイロゴケグモ | 日本の外来種対策 | 外来生物法 

https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/attention/gokegumo.html 

mailto:miharuno_jichikai@hop.ocn.ne.jp
https://www.city.chiba.jp/kankyo/kankyohozen/hozen/shizen/tokuteigairai_seakagokegumo.html
https://www.city.chiba.jp/kankyo/kankyohozen/hozen/shizen/tokuteigairai_seakagokegumo.html
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/attention/gokegumo.html
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/attention/gokegumo.html

